
 

① 研究課題名 介護予防通所リハビリテーションを利用する高齢者の介護度悪化に

関連する因子の検討 

② 実施予定期間（当院） 倫理委員会承認日 ～  2024年 10月 

③ 対象患者・疾患等 介護予防通所リハビリテーション利用者 

④ 対象期間（組入れ期間） 2023年  10月 ～  2024年   10月 

⑤ 実施診療科（部門） リハビリテーション科 通所リハビリテーション 

⑥ 研究責任者 所属・職名 リハビリテーシ

ョン科 通所リハビリテー

ション・理学療法士 

氏名 畑阪 翔太 

⑦ 研究全体についての概要 高齢化社会に伴い、介護保険認定者は年々増加傾向にあります。介護

保険サービスの一環に介護予防通所リハビリテーションがあります。

健康寿命と平均寿命の差、つまり日常生活に制限を有した状態である

「不健康な期間」の短縮もしくは長期化予防を目的に介護予防通所リ

ハビリテーションを利用する者も少なくありません。比較的介護度が

低く、身体的活動が自由に行えるうちに、介護度悪化に係る運動機能

にアプローチすることが重要と思われますが、要支援から要介護への

悪化に関連する運動機能の因子についてはわかっていないのが現状

です。そのため、本研究では、介護予防通所リハビリテーションを利

用する高齢者の介護度悪化に関連する因子について検証していきま

す。これらを明らかにすることは、介護度悪化の予後予測や介護度

悪化予防のための効果的な介入の標的の同定につながると考えて

います。結果的には、地域在住高齢者の「不健康な期間」の短縮や

介護度悪化の予防に繋がると考えられます。 

⑧ 研究実施場所 リハビリテーション科 通所リハビリテーション 

⑨ 個人情報の保護について 連結可能匿名化 

⑩ 利益相反 開示すべき利益相反なし  

⑪ 問い合わせ先 担当者（研究責任者他、研究について連絡がとれる方） 

⑫ 連絡先 電話番号：0823-20-6301（代表以外の場合は変更すること）  

FAX番号：0823-20-6310（代表以外の場合は変更すること） 

 

 

 

 


